
都道府県の情報
都道府県内の総人口

がん死亡者数（％）

高齢化率

1,350,801人
（2021年 4 月 1 日 長寿介護課調査）

4，538人（25.6％）
（2016年統計）

32．84％
（2021年 4 月 1 日 長寿介護課調査）

四国がんセンター
愛媛県









がん診療連携拠点病院の情報
都道府県がん診療連携拠点病院 1 施設
四国がんセンター 368床

地域がん診療連携拠点病院 6 施設
愛媛大学医学部附属病院 644床 愛媛県立中央病院 824床
松山赤十字病院 585床 市立宇和島病院 435床
済生会今治病院 191床 住友別子病院 360床

四国がんセンター
愛媛県

がん診療連携連携推進病院の情報
愛媛県がん診療連携推進病院 8 施設

ＨＩＴＯ病院 257床 四国中央病院 275床
愛媛労災病院 199床 十全総合病院 350床
済生会西条病院 150床 松山市民病院 399床
済生会松山病院 199床 八幡浜総合病院 256床

国指定の「拠点病院」の機能・役割を補完 ・拠点病院の空白圏域の診療体制を強化







がん診療病院の情報
県域を東・中・南予と分けてみると、7つの拠点病院のうち4つが中予に集中している。
また、緩和ケア病棟を有する拠点病院は中予１つと東予２つであり、南予にはない。
地域の格差を埋めるために、愛媛県在宅緩和ケア推進モデル事業に取り組んでいる。
（今治地区、内子大洲地区、西条地区、宇和島地区、八幡浜地区）

国指定の拠点病院の機能・役割を補完し、がん診療の中核的役割を担う医療機
関の裾野を拡大するため県独自に拠点病院に準ずる診療機能を有する8病院を指
定している。拠点病院のない宇摩圏域及び八幡浜・大洲圏域にも指定しており、が
ん医療提供体制の均てん化を進めている。
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都道府県におけるがん医療の特性
愛媛県は県庁所在地松山市のある中予を中心に、東予、西予、南予の4地域
がある。
がん医療体制はがん診療連携拠点病院が中予に比較的集中しているものの、西
予地域を除いて拠点病院は各地域に分散している。西予地方においては、県指
定のがん診療連携病院が指定されている。
中予の拠点病院には各地方から紹介も多くあり、必ずしも各地方で地域完結型
がん医療の展開がされていない場合もあると考えられる。
各がん診療連携拠点病院内では、各診療科の連携により、全科網羅的に医療
を展開できている。集約される医療は、小児がん、各科における妊孕性温存希望
患者等である。
地域連携パスは、前立腺がん、肺がん等は比較的用いられている。
愛媛県がん診療連携協議会は、協議会長四国がん谷水院長を中心に、規律、
協力体制の取れた運営ができている。
がん診療における愛媛県行政との連携は、がん診療連携協議会、連絡会議等で
取るようにしているが、行政側のマンパワー不足もあり、他都道府県に比べやや弱
いと言わざるを得ない。
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都道府県におけるがん化学療法の現状と課題
【現状】
中央から遠隔の地方であるため、化学療法の最新情報、支持療法等のアップ
デート等が遅れて入ってくるため、それらの情報にやや疎い傾向がある。
外来化学療法の運用については、県で統一した運用法はなく、ポリシー・運用方
針、必要な人員・リソースの確保・活用、バックアップ体制について、各施設の判
断に任されている。
感染症蔓延、災害等に対する、化学療法実施を維持していく体制ができていな
い。
【課題】
外来化学療法の標準的運用方針を共有する。そのための医療リソースの活用
についても統一見解を共有する。
がん診療連携協議会、医師会、行政と共同して、災害時の化学療法実施維
持体制の構築をすすめる。
がん治療に関する最新情報の共有体制を作る。
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都道府県におけるがん化学療法の現状と課題
【現状】
外来化学療法について県で統一した運用法はなく、ポリシー・運用方針、必要な人
員・リソースの確保・活用、バックアップ体制について、各施設の判断に任されている。
【課題】
・外来化学療法の標準的運用方針を共有する。そのための医療リソースの活用につ
いても統一見解を共有する。

⇒ MSW参加を必須とする。

・がん治療に関する最新情報の共有体制を作る。
⇒研修対象者に対してCRC、MSW等にむけて研修会を開く（5大疾患 胃・
肺・肝臓・乳腺・大腸・）E-ラーニングをまず行う。（事前）
その後に研修会（役割等）その後県全体に広げていく。（PDCA部会等）
チームの構築、副作用マネージメント、症例検討を行っていく。
今後研修対象病院の拡大を行っていく。(年1回開催）
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研修の概要
【タイトル】
実践から学ぶ がん薬物療法多職種チーム研修

【目的】
がん薬物療法を受ける患者を多職種で支援するためのチーム作りについて学び、
多職種で協働した副作用マネジメントを実現できる
【対象者・人数】
愛媛県がん診療連携拠点病院の医師・看護師・薬剤師・MSW等の相談員
4人1チーム 6施設（24名）
【目標】
一般目標（GIO）
・5大がんに対して治療のながれについて理解できる
・チーム構築方法について理解できる
・チーム医療について他職種の役割を言語化できる
到達目標（SBO）
・各疾患の治療のながれについて理解できる
・自施設での各職種の実践内容・役割を理解できる
・自施設のチーム医療における課題に気づくことができる
・自施設に応じた副作用マネジメントについて考えることができる
・がん薬物療法を行いながら、患者の望む生活を送るための支援が行える
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研修の評価
【実施評価】
研修の参加者（施設別、職種別）、参加率、開催形態、研修日時、研修時間、
研修場所、機材等

【結果評価】
・研修前・後のアンケートを比較してチーム医療についての理解度を評価する
・研修終了６か月後にアンケートで研修内容の活用度と成果度を評価する
（職種毎、病院毎）
・研修終了7か月後にWEBで病院間で各参加施設別・職種別アンケート評価の
共有し、その後の活動について意見交換を行う
（職種毎での意見交換を含める）
【企画評価】
研修会終了後のファシリテーターの振り返り
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